小学生と大学の交換留学生との交流授業における新たな意義ー2020年の英語（外国語）教科化に向かう中でー by 白土 厚子 & 関 麻由美
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加者相互の異文化理解を促進する教育実践も様々な形で行われてきた （星 , 
2009; 金城 , 2010; 白岩 , 2012; 米本 , 2016）。さらに、2011 年度から外国語活
動が小学 5、6 年生に必修化され （文部科学省 , 2008）、国際理解教育と英
語教育を結ぶ取り組みも行われるようになってきた （井上ら , 2014; 阿部 , 
2017）。このような教育環境の中筆者ら （白土・関） は、2011 年度の秋から














6 年生の外国語活動 （45 分授業） が必修化された小学校英語教育の節目の年
である。実践校でも白土が指導計画を立て、担任とティームティーチングで








































　16 回にわたり交流授業を継続してきたこの 9 年間で、小学校の英語教育
と大学の留学生を取り巻く環境は少しずつ変化してきている。まず、小学校
英語教育では、2020 年度から新学習指導要領 （文部科学省 , 2017） が全面実








ある （文部科学省 , 2017）。ただし、2011 年の必修化から変わらず文部科学
省が示す学習指導要領では、外国語として「英語を履修させることを原則と






















することが求められている。2018 年 12 月に「出入国管理及び難民認定法及








に 2 回の会議を行ってきた（2016 年に終結し、2017 年からは国際センター運
営委員会の中で「留学生に関する集中審議」の時間を設けて必要に応じて問
題点を審議）。関は所属する埼玉県のボーイスカウト三芳第 1 団と津田塾大













の交流、活用」（津田塾大学戦略推進本部事務室 （編）, 2019, p.5） が挙げられ
ている。津田塾大学の交換留学生と小平市の児童との交流授業はこの主な取










































































































































































































　活動 A は、交換留学生が 1 人ずつ英語と母語と日本語で自己紹介した。活
動 B、C、D、E、F、G は交換留学生 1 人に対し、児童 5、6 人と日本人ボランティ
ア学生1人またはなしの班編成で行った（図1参照）。児童による活動B、C、D、
































4-3. 2019 年度 7 月の交流授業の概要
　2019 年 7 月 9 日の交流授業に参加した児童は、6 年生 2 クラス 70 人。交換
留学生 12 人であった。出身国・地域は、韓国 6 人、台湾 2 人、オーストラ
リア 1 人、フィリピン 1 人、ドイツ 1 人、フランス 1 人であった。そのほか、
日本人のボランティア学生も 7 人参加した。
　小学校の 6 年生各教室で 10 時 35 分から 12 時 25 分まで途中休憩をはさん
















（2） 児童は交換留学生の人数に合わせ 5, 6 人で 1 班を構成し、交換留学生が
一人ずつ各班に入る形で児童の発表と （3） の交換留学生の発表が行われ
た。児童たちの英語の発表は「留学生に日本と地域の良さを紹介しよう」







































                 
図 1 交流授業の流れ 
 




10:35~     (1) 交換留学生による自己紹介（英語と母語と日本語で） 
12: 40~     (6) 児童と交換留学生の交流給食（日本語・英語・母語） 
(3) 交換留学生の出身地紹介
(日本語・英語・母語） 

















 この （2） と （3） の活動を児童たちは、異なる交換留学生と 3 回行った。
児童たちが班毎に別の交換留学生の所に行き、互いにあいさつから始め、




（4） 児童たちは自分たちの発表の後、4 人目の交換留学生からは、（3） の活


















②交流授業の具体的内容についてである （付録 1 参照）。以下にその分析結
果を示す。まず、①自分の発表について、「発表で準備したことが伝えられ
ましたか」に 4 件法で尋ねたところ、「とてもそう思う」63 ％、「まあまあそう
思う」33 ％、「あまりそう思わない」4 ％、「まったくそう思わない」0 ％ という
結果で、ほとんどの児童 （96 ％） が肯定的評価だった。その理由を自由記述























   























































身地紹介の活動についての質問「ホームタウンの紹介や Q & A、子どもたち
とのやりとりはどうでしたか」に対しては、児童らの態度についての言及の
みで、自身の発表に関するコメントはなかったが、「とても楽しかった」から
「全然楽しくなかった」までの 4 件法での平均値は 3.5 であった。理由として
は、「いろいろ質問」された、「よく聞いてくれた」など、児童らの熱心な態度
によるものである。また、「子どもたちに母語を教える活動はどうでしたか」



































































































































































































































































1． 学習指導要領 （文部科学省 , 2008, 2017） では、外国語として「英語を履修させることを原則とす
る」と明記されていることから、実践校では外国語として英語を学習している。
2． 本稿では注 1 同様の理由から、外国語活動を英語活動、外国語学習を英語学習とする。
3． 一般財団法人自治体国際化協会 CLAIR が行っている、語学指導等を行う外国青年招致事業（The 









6． 本稿と同じ参加児童 （2019 年度 6 年生 1 学期） に事前事後 4 件法でアンケート調査をしたところ、
英語への関心・意欲 （F （1, 138） = 10.01, p < 0.01）、自信 （F （1, 138） = 7.77, p < 0.01） ともに単純
主効果分析で有意な差が見られた （白土 , 2019）。
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(a)とてもそう思う   (b)まあまあそう思う   (c)あまりそう思わない  (d)まったくそう思わない 
 
③授業や給食の時間で何が楽しかったですか。（楽しかったもの全部に○でつけましょう。） 
(a) 留学生の「自己紹介」を聞いたこと   
(b) 留学生に「日本文化と小平のおすすめの施設紹介！」を英語で発表したこと 
(c) 留学生に質問したこと         
(d) 留学生から「自分たちの発表」の感想を言ってもらったこと 
(e) 留学生の「出身地紹介」を聞いたこと   
(f) 留学生の国の言葉を教えてもらったこと 
(g) 一緒に給食を食べたこと   




























How do you feel about the invitation card from kids? 
２．子どもたちの発表
はっぴょう
はどうでしたか。How was the children’s presentation? 

















や Q & A、子どもたちとのやりとりはどうでしたか。 
How was the interaction with children including Q & A about your presentation?  
□とても楽
たの





    How was the activity of teaching your mother language to children? 
    □とても楽
たの







  Which of the following activities did you enjoy?  (Please check all that apply.) 




  □子どもたちの発 表
はっぴょう
   □あなたの発表
はっぴょう













を食べたこと eating school lunch with children 
 □その他
た





















  ５年生の自己紹介 
  □とてもよかった  □よかった   □あまりよくなかった  □よくなかった 
  ６年生のグループ発表 






















   □許可します     □許可しません  
